
今回は、内原町の県道沿いに広がるレンゲ畑の風景をもとに、想像
を広げて描きました。少し薄手の服でも過ごしやすい季節になって
きました。今年も、美しい田園と晴れわたる青空とともに、気持ち
よさそうに泳ぐ鯉のぼりが見られることを心から楽しみにしていま
す。

ふるさとスケッチ No.25 レンゲの咲くころ
羽尻利門（イラスト・文）

プロフィール
羽尻利門（はじりとしかど）　阿南市見能林町在住　1980 年生まれ　兵
庫県出身。絵本画家・イラストレーター。主に、児童書の出版や小学校
教科書などの挿絵を手がけている。絵本に「二十四節気のえほん」（文・
西田めい /PHP研究所）、「やめろ、スカタン！」（文・くすのきしげのり/
小学館）、幼年童話に「くさいはんにんをさがしだせ！」（作・川北亮司 /
新日本出版社）がある。日本児童書出版美術家連盟 会員。

阿南商工会議所会報
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企業を育て地域を伸ばす！
会報「ニュー阿南」は、会員企業および官公庁、全国主要会議所等に郵送しています。会員以外で購読をご希望の方は阿南商工会議所までご連絡ください。
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１
月
20
日
（
火
）、
阿
南
市
文
化
会
館
に

於
い
て
、
平
成
26
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式

が
阿
南
地
区
選
出
の
県
議
会
議
員
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
式
は
事
業
所
か
ら
の
推
薦
に
基
づ

き
、
企
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
従
業
員
の
功

績
を
称
え
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
本
年
度
は
10
年
以
上
勤
続
表
彰
（
阿
南

市
・
阿
南
商
工
会
議
所
・
羽
ノ
浦
町
商
工
会
・

那
賀
川
町
商
工
会
・
阿
南
地
方
労
働
基
準
協

会
・
阿
南
地
区
労
務
改
善
協
会
表
彰
）
が
23

名
、
20
年
以
上
勤
続
表
彰
（
徳
島
県
商
工
会

議
所
連
合
会
表
彰
）
が
10
名
、
30
年
以
上
表

彰
（
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
）
が
６
名
の
計

39
名
（
16
事
業
所
）
の
方
々
が
表
彰
の
栄
に

浴
さ
れ
、
受
賞
者
に
は
表
彰
楯
と
記
念
品
が

平尾会頭よりお祝いの挨拶 岩浅市長より受賞者に表彰盾の授与 謝辞を述べる受賞者代表

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
所 

平
尾
勲
雄
会
頭
よ
り
「
時
代
の
要

請
に
値
す
る
立
派
な
人
材
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
さ
れ
、
事
業
所
発
展
の
た
め
に
精
励
い
た

だ
き
、
後
進
の
ご
指
導
に
も
な
お
一
層
の
お

力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の
激
励
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
に
続
き

ま
し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
鳳
建
設
㈱

の
野
口
由
紀
子
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お
一
層
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
主
催
：
阿
南
市
・
阿
南
商
工
会
議
所
・
羽

　
　
　
　
ノ
浦
町
商
工
会
・
那
賀
川
町
商
工

　
　
　
　
会
・
阿
南
地
方
労
働
基
準
協
会
・

　
　
　
　
阿
南
地
区
労
務
改
善
協
会

平成26年度　優良従業員表彰式 開催 ～永年勤続の39名を表彰～

お申し込みは、阿南商工会議所までお越しください。お問い合わせ TEL 0884-22-2301
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１
月
26
日（
月
）〜
27
日（
火
）、
阿
南
商
工
会
議
所
の
平
尾
勲
雄
会
頭
が

会
長
を
務
め
る
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
並
び

に
「
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
」
の
代
表
者
18
名
が
、
国
土
交
通
省
・
財

務
省
及
び
自
由
民
主
党
本
部
等
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
内
容

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

　

３
月
３
日（
火
）〜
４
日（
水
）、
阿
南
商
工
会
議
所
の
平
尾
勲
雄
会
頭

が
会
長
を
務
め
る
、「
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対
策
協
議
会
」
の
代
表

者
18
名
が
、
厚
生
労
働
省
・
財
務
省
及
び
県
選
出
国
会
議
員
等
へ
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
内
容
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

　
徳
島
県

南
部
圏
域

の
中
核
医

療
機
関
で

あ
る
阿
南

医
師
会
中

央
病
院

（
阿
南
市

医
師
会
）

と
阿
南
共

栄
病
院

（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
で
は
、
勤
務

医
師
の
減
少
・
高
齢
化
等
に
よ
り
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
医
療
提
供

体
制
が
危
機
的
な
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
両
病

院
が
新
た
な
医
療
施
設
「
阿
南
中
央

医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
し
て

統
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
29
年

度
内
の
開
院
を
目
指
し
て
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

１
．
道
路
関
連
予
算
全
体
の
増
額
に

つ
い
て

　
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に

必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
上
で
、
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
計
画
的
な
道
路

整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
道
路
関
連

予
算
全
体
の
増
額
を
お
願
い
す
る
。

２
．
地
域
高
規
格
道
路
の
「
桑
野
道

路
・
福
井
道
路
」
の
整
備
促
進
と
「
海

部
道
路
」
の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て

　
四
国
横
断
自
動
車
道
の
新
直
轄
区

間
か
ら
南
に
連
結
す
る
地
域
高
規
格

道
路
の
「
桑
野
道
路
・
福
井
道
路
」

の
整
備
を
迅
速
に
促
進
す
る
と
と
も

に
、「
海
部
道
路
」
に
つ
い
て
牟
岐

〜
野
根
間
の
早
期
事
業
化
及
び
美
波

〜
牟
岐
間
の
計
画
段
階
評
価
着
手
を

お
願
い
す
る
。

３
．
四
国
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完

成
に
つ
い
て

　
四
国
横
断
自
動
車
道
の
う
ち
、
新

直
轄
区
間
の
阿
南
〜
徳
島
東
間
の
道

路
整
備
を
促
進
し
、
一
日
も
早
い
完

成
を
お
願
い
す
る
。

４
．
一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
の
早

期
整
備
に
つ
い
て

　
一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
の
那
賀

川
大
橋
付
近
４
車
線
化
の
早
期
完
成

と
橘
町
大
浦
か
ら
青
木
ま
で
の
早
期

整
備
を
お
願
い
す
る
。

５
．
阿
南
イ
ン
タ
ー
関
連
道
路
の
整

　

備
促
進
に
つ
い
て

　
一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
と
阿
南

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
と
を

結
ぶ
東
西
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
を

お
願
い
す
る
。

　
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進

　
　
　
期
成
同
盟
会（
徳
島
県
阿
南
市
）

　

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
の

　

早
期
完
成
の
要
望

　
那
賀
川
の
水
と
共
に
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
流
域
の
整
備
と
長
安

口
ダ
ム
改
造
事
業
の
早
期
完
成
は
悲

願
で
あ
り
ま
す
。

　
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
ど
も

地
域
の
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

那
賀
川
水
系
の
適
切
な
管
理
・
整
備

を
引
き
続
き
推
進
さ
れ
、
長
安
口
ダ

ム
改
造
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
、

一
層
の
ご
支
援
・
ご
高
配
を
賜
り
ま

す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会

　
　
　
　
（
徳
島
県
阿
南
市
・
那
賀
町
）

　
徳
島
県
南
部
地
域
に
お
け
る
道
路

整
備
促
進
及
び
渇
水
対
策
、
ま
た
、

地
域
医
療
に
つ
い
て
、
国
並
び
に
徳

島
県
へ
の
積
極
的
な
要
望
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
事
務
局
長
：
上
杉
豊
久　
　
　
　

　
　
（
阿
南
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

県
南
地
域 「
命
の
道
」・「
活
力
の
道
」早
期

整
備
完
成
と
渇
水
対
策
を
国
へ
要
望
‼

新
医
療
施
設
の
整
備
に

向
け
て
国
へ
要
望
‼

自由民主党本部 二階俊博 総務会長・
国土強靭化総合調査会長

厚生労働省 山本香苗 副大臣

財務省主計局 厚生労働第三係 大来志郎 主査

国土交通省 太田昭宏
国土交通大臣

　
国
に
お

か
れ
ま
し

て
は
、
地

域
医
療
介

護
総
合
確

保
基
金
事

業
と
し
て

の
阿
南
中

央
医
療
セ

ン
タ
ー

（
仮
称
）
整
備
事
業
に
対
し
、
十
分

な
予
算
の
確
保
が
で
き
ま
す
よ
う
、

ご
支
援
・
ご
高
配
を
お
願
い
す
る
。

　
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
島
県
阿
南
市
）

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
の
整
備

促
進
・
早
期
完
成
と
四
国
横
断

自
動
車
道
の
早
期
完
成
並
び
に

関
連
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
整
備
の
要
望

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

事
業
に
係
る
予
算
確
保
に
つ
い

て
の
要
望
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お問合せ　阿南商工会議所 総務課 ☎22-2301

ガン死亡２倍・災害死亡5倍

大型保障
１年以内の簡易告知でOK!

診査なし
余剰金で

配当金も
業務上・業務外問わず

24時間保障

独自の祝い金・見舞金

給付制度あり

引受保険会社　アクサ生命保険㈱徳島営業所

ま
か
せ
て
安
心

入
ら
な
そ
ん
そ
ん
！

会員事業所の皆様だけが
ご加入できるお得な共済

詳しくは
お問合せください

商工会議所生命共済制度

阿
南
安
芸
自
動
車
道「
海
部
道
路
」の

早
期
事
業
化
に
向
け
て
…

業務上の事由や通勤によるケガ、仕事が直接の原因となる病気など、
本人やご家族を保護するために必要な保険給付を行う制度です。

万一失業してしまった場合に、生活の安定を守り、再就職を促進す
るために必要な給付を行うものです。また、失業の予防、労働省の
能力開発や向上、その他労働者の福祉増進を図るための事業も行っ
ています。

労働者を一人でも雇用する事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に入る義務であり、責任です。

雇用保険

労災保険

阿南商工会議所 労働保険事務組合
TEL0884-22-2301

お問合せ委託しませんか？
阿南商工会議所労働

保険事務組合に

パートタイマーやアルバイトの方も対象

一週間の所定労働時間など一定の条件を満たした方が対象

山口俊一内閣府担当大臣

国土交通省 深澤淳志道路局長財務省 菅野裕人主計官補佐

　
当
実
行
委
員
会
は
、
２
０
０
３
年

よ
り
「
四
国
は
ひ
と
つ　
道
は
８
の

字　
四
国
の
未
来
は
無
限
大
∞
」
を

合
言
葉
に
、「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
早
期
全
線
開
通
を
願
い
推

進
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
６
日
に
海
部
郡
海
陽
町

で
開
催
し
ま
し
た
「
未
知
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
４
in
海
部
」
の
活
動
報
告

書
を
作
成
し
、
前
田
恵
海
陽
町
長
と

地
元
住
民
と
も
ど
も
中
央
省
庁
へ
の

要
望
活
動
を
実
施
。
１
月
30
日（
金
）

に
山
口
俊
一
内
閣
府
担
当
大
臣
並
び

に
国
土
交
通
省
深
澤
淳
志
道
路
局

長
、
財
務
省
菅
野
裕
人
主
計
官
補
佐

と
面
会
し
、県
南
部
の
”
活
力
の
道
“

”命
の
道
“と
な
り
ま
す「
海
部
道
路
」

の
一
日
も
早
い
事
業
化
に
向
け
て
、

地
元
の
熱
意
を
強
く
伝
え
ま
し
た
。

　
深
澤
道
路
局
長
か
ら
は
、「
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
い
お

言
葉
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
県
南
部
の
道
路
整
備
推
進

活
動
、
要
望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

四
国
は
ひ
と
つ
”阿
波
の
み
ち
“

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局
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阿南商工会議所創立 50周年特集

　
昭
和
33
年
５
月
１
日
の
阿
南
市
制

施
行
に
伴
い
、
昭
和
29
年
に
設
立
し

た
富
岡
町
商
工
会
を
解
散
し
、
橘
町

地
区
商
工
団
体
と
一
体
化
に
よ
る
阿

南
市
商
工
会
を
同
年
９
月
１
日
に
設

立
し
て
西
岡
明
廣
氏
（
酒
造
業
）
が

初
代
会
長
に
就
任
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
11
月
12
日

の
理
事
会
に
於
い
て
、
早
く
も
商
工

会
議
所
へ
の
昇
格
の
件
が
提
案
さ
れ
、

昭
和
35
年
６
月
10
日
に
商
工
会
の
組

織
等
に
関
す
る
法
律
（
商
工
会
法
）

が
施
行
さ
れ
、
10
月
10
日
に
許
可
申

請
、
同
31
日
に
は
設
立
認
可
を
受
け
、

11
月
14
日
に
法
人
登
記
を
行
い
、
法

人
商
工
会
と
し
て
新
発
足
し
た
。

　
初
年
度
事
業
は
、
商
工
相
談
所
を

設
置
し
て
経
営
改
善
普
及
員
を
配
置

し
事
業
を
実
施
し
た
。

・
巡
回
経
営
研
究
会
や
各
種
講
演
会

・
電
力
有
効
利
用
診
断
、
商
店
照
明

　
コ
ン
ク
ー
ル
等
経
営
近
代
化
事
業

・
富
岡
商
店
街
実
態
調
査

・
優
良
従
業
員
表
彰
（
以
後
毎
年
実
施
）

・
商
店
従
業
員
の
集
団
採
用　
等

（
二
十
年
の
あ
ゆ
み
よ
り
）

商
工
会
議
所
設
立
ま
で
の
経
緯

地
域
発
展
に
新
た
な
商
工
会
議
所
活
動
を
！

阿
南
商
工
会
議
所
50
周
年
を
迎
え
て

　

平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
に
て
、
阿
南
商
工
会
議
所
創
立

50
周
年
・
女
性
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典
及

び
交
流
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
の
創
立
以
来
、
半
世
紀
も
の
永

き
に
亘
り
、
幾
多
の
経
済
界
の
変
遷
と
数
々

の
苦
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
堅
実
に
地
域
商

工
業
の
振
興
に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
成
長
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
過
な
く
今
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の

も
、
歴
代
役
員
・
議
員
各
位
・
会
員
諸
氏
の

皆
様
方
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。
多
年
に
亘
る
関
係
各
位
の
ご
労
苦
に

対
し
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
関
係
機
関
各
位
よ
り
、
ご
指

導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
事
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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昭和39年（1964）
阿南商工会議所が県下 6番目として正式に
発足した。設立記念式に併せて、阿南市商
工祭「郷土の物産と土産品展」を開催
初代会頭に杉本邦雄就任
東京オリンピック開催（１０月）
東海道新幹線開業（１０月）

昭和40年（1965）
第二代会頭に坂本浅吉就任
米、ベトナムで北爆開始（２月）
３Ｃ（車、カラーテレビ、クーラー）時代

昭和41年（1966）
神崎製紙富岡工場の増設、日本電工徳島工
場の誘致に成功
ビートルズ来日（６月）
中国文化大革命（８月）

昭和42年（1967）
会館建設特別委員会を発足
工場誘致、観光開発、商店街診断、中央商
店街アーケード建設の基礎づくり等展開
中東紛争勃発・イスラエル勝利（６月）
ヨーロッパ経済共同体ＥＣ発足（７月）

昭和44年（1969）
会館建設特別委員会を設置
勤労青少年ホームとの併設を検討
東名高速道路全通（５月）
アポロ１１号月面着陸（７月）

昭和45年（1970）
富岡商店街経営研究会設立総会開催
求人対策映画「躍進する阿南」製作
大阪万国博覧会開催（３月）
いざなぎ景気（谷1965.10 ～山1970.7）

昭和46年（1971）
商工会議所会館の起工式
坂本浅吉会頭が急逝
第三代会頭に内村明選任
ニクソン声明によるドル・ショック（８月）
円切り上げ１ドル３０８円（１２月）

昭和47年（1972）
阿南商工会議所会館の落成（市立勤労青少
年ホームと併設）阿南商工名鑑の発行
札幌冬季オリンピック（２月）
沖縄日本復帰（５月）
　
昭和48年（1973）
阿南商工会議所会館、阿南市立勤労青少年
ホームの合同落成式挙行される
阿南市観光協議会設立。
第１次オイルショック（１０月）
変動為替相場制に移行（２月）

昭和49年（1974）
創立 10周年記念大会、祝賀行事実施
巨人長嶋現役引退（１０月）
新宿西口に高層ビル（新宿住友ビル等）完成

昭和50年（1975）
第 1回阿南商工会議所会員大会開催
大阪製鋼受け入れ体制整備促進を陳情
阿南商工会議所婦人会発足
ベトナム戦争終結（４月）
沖縄海洋博覧会（７月）

昭和51年（1976）
都市地域総合経済団体ビジョン策定事業
阿南の夏まつり行事の統合
モントリオールオリンピック（７月）コマネチ人気

昭和52年（1977）
阿南市産業振興懇話会を設立
富岡地区環境整備推進委員会を設立
北海道有珠山３２ぶりに爆発（８月）
王貞治ホームラン世界記録７５６本（９月）

昭和54年（1979）
創立 15周年記念会員大会を開催
モデル定住圏構想策定住民懇談会開催
第２次石油ショック（２月）

昭和55年（1980）
阿南地域商業近代化地域計画を策定
小勝島への石炭火力発電所誘致の機運が急
速に高まる
日米など不参加のモスクワ五輪開催（７月）
日本の自動車生産台数が米を抜く（１２月）

昭和56年（1981）
一番街商店街振興組合設立総会開催
阿南商工会議所会館増築工事完成
第四代会頭に田村藤太郎就任
神戸ポートピア８１（３月）
スペースシャトル打ち上げ成功（４月）

昭和57年（1982）
阿南商工会議所他 28団体火電推進の請願
書提出
知事と会議所議員の地域開発懇談会開催
オフコンの導入よる事務合理化
５００円硬貨発行（４月）
東北、上越新幹線開通（６月）

阿
南
商
工
会
議
所

商工会議所会館の建設

昭和 39 年の商工会議所設立当時、通産当局より強く
要望されたもののひとつに商工会議所会館の建設が
ある。当時の阿南市商工会は、富岡町内町１７８番
地において富岡優良店会、富岡商店街連盟等と同居
しており、老朽した木造二階建の建物で会議室にも
事欠く状況であった。元来、商工会議所は地域商工
業界の中枢的機能を持つものであり、広く会議を興
して会員、業界のニーズの把握や意見の統一、意志
の疎通や事業の遂行等、会議と応接、相談の場所や
機能的に作業できる事務室の必要性が強く要求され、
一日も早く商工会議所会館の確保が望まれるところ
であった。

昭和 37年頃の阿南市商工会（富岡町）

昭和 47年落成の阿南商工会議所会館

設立当初に阿南商工会議所が
取り組んできた重点事業
　１．商業近代化計画の策定
　２．阿南市地場産業総合団地の建設
　３．工業開発の推進　
　４．観光事業の推進
　５．会員増強と財政基盤の拡充

（創立30周年記念誌　阿南商工名鑑1994より）
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阿南商工会議所創立 50周年特集

平成6年（1994）
創立 30周年記念大会開催
「商工会等地域振興支援事業」新会館基本建
設プラン策定
橘湾石炭火力発電所受注対策協議会発足
関西国際空港開港（９月）

平成7年（1995）　
橘湾石炭火電建設工事に関して地元優先発
注を、四国電力・電源開発に要望
青色申告会連合会創立45周年記念式典開催
阪神大震災（１月）
地下鉄サリン事件（３月）

平成8年（1996）
青年部、島原商工会議所交流会開催
第五代会頭に近清誠之輔就任
資金量世界最大の東京三菱銀行誕生（４月）

平成9年（1997）　
新会館建設特別委員会設置で建設計画が実現化
橘湾火電建設工事は土木工事が終了
石炭火力発電所対策特別委員会設置
細川内ダム建設促進総決起集会の開催
消費税５％に引き上げ（４月）
山一証券ほか金融機関の破綻相次ぐ　

平成10年（1998）
新会館建設用地確保に苦難したが阿南市と
協議の上、ＪＴ跡地と決定
長野冬季オリンピック（２月）
明石海峡大橋開通（４月）
　
平成11年（1999）
第六代会頭に片山源治就任
まちづくり先進地視察・若手後継者等体験研修事業
地域振興券交付開始（１月）
ＥＣ統一通貨ユーロ誕生（１月）

平成12年（2000）
阿南市商工業振興センターとの複合施設と
して新会館起工
細川内ダムが中止勧告
橘湾石炭火力発電所の運転開始
企業倒産の負債総額約２４兆円で過去最悪
三宅島噴火（６月）、全島民避難（９月）

平成13年（2001）
阿南商工会議所新会館完成 (３月 )
四国横断自動車道「小松島―阿南」施工命令
阿南―大阪間の高速バス運行開始
アメリカ同時多発テロ（９月）
国内初のＢＳＥ（狂牛病）確認（９月）

平成14年（2002）
第七代会頭に平尾勲雄就任
徳島県南部高速道路建設促進住民のつどい開催
日韓共催サッカーＷ杯（５月）
住民基本台帳ネットワーク稼働（８月）

7

昭和59年（1984）
創立 20周年記念「20年のあゆみ」発刊、
記念大会、優良従業員表彰、阿南の物産展
と産業サービスセール記念事業を実施
記念事業として中国経済視察実施
日本初の衛星放送始まる（５月）
ロサンゼルス・オリンピック大会開幕（７月）

昭和60年（1985）
一番街商店街特定高度化事業が実現
鉱業部会を一般工業部会に統合
日航ジャンボ機が群馬県山中に墜落（８月）
阪神タイガース初の日本一（１１月）

昭和61年（1988）
缶詰・製材・木工業界のために阿南市不況
対策特別融資制度が創設される。
男女雇用機会均等法施行（４月）
チェルノブイリ原発事故（４月）

昭和62年（1987）
海上観光ルート・ヘリコプターなどの空路
研究のため白浜観光協会との交流が進む
国鉄分割・民営化決定（４月）　
ＮＹ市場ブラックマンデー株暴落（１０月）

昭和63年（1988）
情報化モデル事業を実施　阿南工業高等専
門学校に「制御情報工学科」設置要望
東京ドーム球場完成（３月）
瀬戸大橋開通（４月）

平成元年（1989）
消費税制度の周知説明会を開催
アオキ阿南ショッピングデパート開店
一般消費税導入（４月）
中国天安門事件（６月）

平成2年（1990）
阿南商工会議所青年部発足（57名）
婦人会創立 15周年記念式
大阪「花と緑の博覧会」開幕（４月）
東西ドイツ統一（１０月）

平成3年（1991）
青年部による第 1回松下政経塾出前講座開
催（YMCA 阿南国際海洋センター　88 名
参加）
中東湾岸戦争勃発（１月）
雲仙普賢岳で火砕流（６月）
バブル景気（谷1986.11～山1991.2）

平成5年（1993）
サングルポ阿南（協）「アピカ」起工式
島原阿南げんき塾交流会開催
北海道南西沖地震（７月）
サッカーＪリーグ開幕

平成15年（2003）
阿南光のまちづくり実行委員会が、JR 阿
南駅完成記念として「ANAN Milky Way」
開催
イラク戦争勃発（３月）、中東でテロ続発
ＮＨＫ、民放で地上デジタル放送始まる（１２月）
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平成16年（2004）
阿南光のまちづくり協議会発足「光マンダラ
ドーム」登場
一万円札福沢諭吉他の新札発行（１１月）
中越地震他自然災害多発。スマトラ島沖地震（12月）

平成17年（2005）
阿南光のまちづくり事業で東京ドームシ
ティにて「LEDイルミネーション」展開
愛知万博開催（３月）
個人情報保護法施行（４月）

平成18年（2006）
阿南市・那賀川町・羽ノ浦町の合併
「長安口ダム」国の直轄管理が閣議決定
２００２年１月からの景気拡大がいざなぎ景気を抜く
ライブドアショック、新興市場株低迷（１月 )

平成19年（2007）
四国横断自動車道「阿南―小松島」中心杭打
ち式開催　阿南市地域雇用創造推進事業開始
社会保険庁の年金記録問題発生
サブプライムローン問題（世界金融危機）発生　

平成20年（2008）
四国横断自動車道「新那賀川橋」起工式
LED「光の八十八カ所」5カ所を県より認定
北京オリンピック（８月、５月には四川省地震）
米国リーマンブラザーズ経営破たん（９月 )

平成21年（2009）
「阿南市商工業振興センター指定管理運営
事業」当会議所が受託す
裁判員制度スタート（５月）

平成22年（2010）
福井道路・桑野道路が都市計画決定
「LED 情報館」整備・阿波おどり活竹人形
の商品化
中国のＧＤＰが日本を抜き世界第二位に

平成23年（2011）
「若者定住促進委員会」新設　青年部郷土
料理創造プロジェクト「あなん丼」開始　
東日本大震災Ｍ９．０と福島原発事故発生（3月）
貿易収支が３１年ぶりの赤字に（12月）

平成24年（2012）
若者定住促進委員会が阿南工業高等専門学
校へ「材料科学系学科」設置を要望
第 44回青色申告会四国ブロック大会「阿
南大会」を開催
東京スカイツリー開業（5月）
ロンドンオリンピック、最多のメダル数獲得（7月）

平成25年（2013）
大阪大学大学院・阿南市・当所委員会によ
る「若者定住促進事業」の取り組みが進展
「四国の右下右上がり」食博覧会が「JAアグ
リあなん祭」と共催（約5万5千人来客）　
2020年夏季オリンピック開催都市に「東京」決定（8月）

　平成２７年２月２６日（木）阿南市文化会館「夢ホール」にて、会員皆様方の研鑽
や相互の親睦、そして地域との連携の場として、日頃の感謝を込め、創立 50周年
記念会員大会を盛大に開催しました。
　この５０周年を契機として、さらに一層の地域経済産業の振興発展と地域社会の
活性化のために、日々の活動を続けてまいります。

会員と共に歩んだ 50 年

創立 50周年記念会員大会開催
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会員募集中！
異業種交流の場であり、
地域に根ざした地道な活動です。
◯ 入会条件 商工会議所会員事業所で、年齢が50歳 
 までの方。（男女は問いません）
◯入会金 10,000 円
◯年会費 30,000 円
◯入会申込・お問い合わせ
　阿南商工会議所青年部事務局（担当：津山）
　TEL：22-2301　FAX：23-5717

“ 協調 ”・“順応 ”・“育む力 ”

　女性の特性を活かし、小さなことでも継続するこ
とを目標に、今年も地域を盛り上げ、元気に頑張り
ます。
　平成27年度は四国大会、平成28年度は全国大会
が徳島県で開催されます。
　全国の皆さんへ徳島のおもてなしの心をお届けい
たしましょう。

◯ 入会条件 商工会議所会員事業の女性経営者・経
 営者夫人・女性管理職等で、本会の主 
 旨に賛同する方。
◯入会金 5,000 円
◯入会申込・お問い合わせ
　阿南商工会議所女性会事務局 (担当：野村 )
　TEL：22-2301　FAX：23-5717

御予約受付中歓送迎会
　 各種会議

新
春
新
春

ご予約・お問い合わせはお気軽に！

阿南市富岡町トノ町113番地の３
0120-22-0126

早春の会席料理早春の会席料理

● 参加費 /会議所会員＝１人：￥3,000 
　　　　　 会  員  外＝１人：￥6,000
　　　　　  （テキスト代・昼食代・消費税含む）

● 定　員 /先着４０名 　　

申し込み締切

徹底トレーニング徹底トレーニング

お問合せ

平成27年 4月14日（火）
10：00～16：30
（12:00～13:00は休憩）

阿南市商工業
振興センター 2階
（高速バス乗り場）

アソシエイト・ゆう代表

大仲 希美子（おおなか　きみこ）

日 時

会 場

講 師

阿南商工会議所 業務課　
TEL：0884-22-2301　FAX:0884-23-5717

４月７日
（火曜日）

※詳しくは同封の書類を
ご覧ください

青
年
部

女
性
会

ንጟࠅ⑂ࠄߊߐ
日時：2015 年 4月４日（土）午後３時～
場所：牛岐城趾公園　※雨天中止
お問合せ /富岡商店街協同組合 22-1684
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防
災
に
対
す
る

二・三・四
歩
目
は
？

　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

　

創
造
技
術
工
学
科　

建
設
コ
ー
ス

　
　
　
　
　

教  

授　

湯
城
豊
勝

写真 1　那賀川下流の堤防嵩上げ工事 

写真 2　津波避難階段（阿南高専）

写真 3　我が家の備え
（家具転倒防止装置と非常持出袋）

　
前
号
に
お
い
て
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
ま
ち
を
時
間
軸
で
「
知
る
」
こ

と
が
防
災
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
知
る
べ

き
内
容
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
場
所

と
か
災
害
の
種
類
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

ど
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
次

に
す
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

第
一
歩
が
「
知
る
」
こ
と
な
ら
第
二

歩
は
「
備
え
る
」
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の

か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
１
は

那
賀
川
下
流
で
行
わ
れ
て
い
る
堤
防

工
事
で
す
。
高
潮
堤
防
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
震
時
の
堤
防
沈
下
を
考
慮

し
津
波
も
防
ぐ
強
固
な
堤
防
で
、
約

３
ｍ
の
嵩
上
げ
を
し
て
い
ま
す
。
周

辺
の
建
物
や
車
な
ど
と
比
較
し
て
も

そ
の
大
き
さ
が
分
か
る
か

と
思
い
ま
す
。
写
真
２
は
、

少
し
規
模
は
小
さ
く
な
り

ま
す
が
、
津
波
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
阿
南
高
専

に
昨
秋
設
置
さ
れ
た
避
難

階
段
で
す
。
最
近
は
避
難

タ
ワ
ー
も
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
ま
す
ね
。

　
個
人
的
に
は
ど
の
よ
う

に
「
備
え
る
」
と
い
い
で

し
ょ
う
か
。
身
近
な
こ
と

で
は
、
非
常
持
出
袋
を
用

意
す
る
こ
と
や
、
家
具
転

倒
防
止
策
を
行
う
こ
と
は

す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
写
真
３
は
我

が
家
の
例
で
す
。
な
お
非
常
持
出
袋

は
、
い
つ
も
は
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る

玄
関
近
く
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
撮

影
の
た
め
こ
こ
に
置
き
ま
し
た
。
ま

た
避
難
場
所
や
避
難
経
路
も
確
認
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
被
害

状
況
を
想
定
し
て
何
通
り
か
を
考
え

て
お
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、三
歩
目
は
何
で
し
ょ
う
か
。

い
よ
い
よ
と
言
え
ば
問
題
に
な
り
ま

す
が
、
災
害
時
の
こ
と
で
す
。
大
き

い
災
害
と
感
じ
た
な
ら
ば「
逃
げ
る
」

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
最
近
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
「
二
階
」
と
い
う

言
葉
が
よ
く
登
場
し
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
垂
直
避
難
で
す
。
地
震
時
に
は
一

階
部
分
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
る
の
で
ま
ず
二
階
へ
。
ま
た
、

水
害
時
に
も
二
階
が
安
全
に
な
り
ま

す
。
平
成
11
年
、
熊
本
県
八
代
湾
で

の
高
潮
に
お
い
て
は
、
二
階
の
な
い

住
宅
で
12
名
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た

が
、
二
階
が
あ
れ
ば
助
か
っ
た
の
に

と
い
う
災
害
で
し
た
。
自
分
の
家
で

手
に
負
え
な
い
災
害
時
に
は
も
ち
ろ

ん
避
難
所
へ
直
行
で
す
。
構
造
物
で

災
害
を
防
ぐ
の
に
は
限
界
の
あ
る
こ

と
を
東
日
本
大
震
災
が
証
明
し
ま
し

た
。

　
最
後
は
「
絆
」
で
す
。
絆
を
使
っ

た
字
、「
絆
し
」を
何
と
読
み
ま
す
か
。

正
解
は
「
ほ
だ
し
」
で
す
。「
情
に

絆
さ
れ
る
」
と
い
う
使
い
方
に
は
馴

染
み
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。で
は
、

絆
し
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
元
々
は

「
馬
の
脚
な
ど
を
つ
な
ぐ
な
わ
」「
足

か
せ
や
手
か
せ
」
の
こ
と
で
す
か
ら

「
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
」
と
言
え

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
由
を
奪
う
も

の
だ
か
ら
「
う
っ
と
う
し
い
も
の
」

と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
は
親
が
そ
の
よ
う
な
存
在

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
人
で

も
ご
近
所
と
の
付
き
合
い
に
対
し
て

そ
の
よ
う
に
感
じ
る
時
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
存
在
の
人
た
ち
は
自
分
を
心
配
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
心
配
す
る

か
ら
気
に
な
る
の
で
す
。「
気
に
な

る
」「
気
に
掛
か
る
」
と
い
う
こ
と

が
「
絆
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

す
。「
気
に
な
る
＝
絆
」
の
精
神
は
、

昨
年
の
長
野
県
白
馬
村
で
の
地
震
時

に
活
か
さ
れ
、
死
者
ゼ
ロ
と
い
う
奇

跡
を
演
じ
ま
し
た
。
倒
壊
さ
れ
た
家

屋
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
を
心
配
し

て
近
所
の
人
た
ち
が
素
早
く
駆
け
つ

け
、
救
助
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
美

談
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

心
配
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
は
有

難
い
こ
と
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
を
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な
表
現

を
し
ま
し
た
が
、
内
容
は
今
ま
で
何

度
と
な
く
聞
い
て
き
た
「
自
助
・
共

助・公
助
」の
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
自
分
で
助
か
る
努

力
を
す
る
。
共
に
助
け
合
う
、
公
的

機
関
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
防
災
の
第
一
歩
は
「
知
る

こ
と
」、次
に
「
備
え
る
」「
逃
げ
る
」

「
絆
」
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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あ
な
ん
の

発発見見！！

絵
本
の
挿
絵
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

羽は

じ

り

と

し

か

ど

尻
利
門
氏

その 6

「二十四節気のえほん」　文・西田めい /絵・羽尻利門　（PHP研究所）
立春、春分など、日本の二十四節気の意味や風景を、やさしい文と絵で描いた知識絵本。
阿南や県南を参考に描いた風景も魅力的。

「やめろ、スカタン！」　文・くすのきしげのり／絵・羽尻利門　（小学館）
男の子三人組のけんかと仲直りを描いた、夏の友情物語。背景に徳島の風景が描かれた絵本。
文と絵が徳島コンビでの初作品。

「くさいはんにんをさがしだせ！」　文・川北亮司／絵・羽尻利門（新日本出版社）
山の小学１年生４人組 “おもしろたんていだん ”が繰りひろげる楽しく愉快な物語。
身近な疑問の答えを探しだすために大奮闘。

1980年兵庫県生まれ。阿南市見能林町在住。
日本イラストレーター協会（JIA）会員。2006年
第７回インターナショナル・イラストレーショ
ン・コンペティション(JIA主催)優秀賞をはじ
め数々受賞。主に教育関連分野の表紙や挿絵、
小学校教科書や幼稚園の教材、児童書やカレン
ダーなど多くのイラストを手掛ける。

③

①

②

③

②

①

お問合せ TEL 0884-24-3232　FAX0884-24-3233

がんばろう！日本 　有限会社 花輪の大津屋
本店　阿南市富岡町東新町 78-2
　　　TEL.0884-22-0453 FAX.22-0912
会館　阿南市富岡町西池田口 32-1
　　　TEL.0884-23-3711 FAX.23-45450I20-22-0453

その
身に
なって奉仕する

阿南商工業振興センターをご利用ください
JＲ阿南駅直結！設備も整った貸室です！

少人数～最大200名まで収容可能な大小の貸室を完備。（駐車場もあり）
会議・講習会・研修・セミナー・試験など人数や用途に合わせてご利用ください。

● 室利用 610円～　● 備品利用 100円～ 詳しくはお問合せください

当
会
報
の

表
紙
を
毎

回
飾
っ
て

い
た
だ
い

て
お
り
ま

す
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
羽

尻
利
門
さ

ん
が
、
昨

年
「
二
十

四
節
気
の
え
ほ
ん
」、「
や
め
ろ
、
ス

カ
タ
ン
！
」を
相
次
い
で
出
版
さ
れ
、

絵
本
の
挿
絵
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
有
志
が

企
画
し
ま
し
た
「
出
版
記
念
会
」
が

開
催
さ
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
記
念

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
羽
尻
さ
ん
の
ご
挨
拶
の
中
で
、
作

品
制
作
に
息
詰
ま
っ
た
時
、
岩
浅

嘉
仁
市
長
か
ら
の
激
励
の
言
葉
で
励

ま
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　
阿
南
市
に
と
り
ま
し
て
、「
あ
な

ん
の
光
！
」
と
し
て
、
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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☎ 0884－23－0194 （毎週金曜9：00～12：00）
または田中（090-9552-8080）まで

阿南消費者協会だより

阿南光のまちステーションプラザ
イベント案内

３月４月

示コーナー展

示コーナー展
体

アトリエ see 展 アトリエ see　山上　七美

3月31日（火）～4月12日（日） 10：00～20：00
はじめまして、アトリエ see です！アトリエ see では猫好きのメ
ンバー 4 人が描いたり、撮ったり、切ったり、貼ったり、縫った
りを楽しんでいます。わたしたちの「楽しいこと」であなたがちょっ
とだけほっこりしてくれたらいいな。（展示数 イラスト30点　布小物10点）
【3/31は12：00より・4/12は15：00まで】

みんなのあななん 光のまちステーションプラザ 展示同好会
4月14日（火）～4月26日（日） 10：00～20：00
竹・ガラス・花・革、他にも様々な手法で表現されたあななんがステー
ションプラザに集まります。今までにない新しいあななんを是非見
に来てください。（展示数 約30点）　【4/14は12：00より・4/26は15：00まで】

パッチワークキルト展 清原　奈緒美
4月28日（火）～5月10日（日） 10：00～20：00
パッチワークのタペストリー、小物、バッグなど楽しんで作った作
品です。（展示数 約30点）　【4/28は12：00より・5/10は15：00まで】

お子様の記念に布用ペイントで絵を描いたりしませんか？その他に
付けたいリボンなどがあれば持ってきてください。

アトリエ see

４月１日（水）10：00～12：00 【申込締切：3月31日(火)】
オリジナルTシャツを作ろう

●参加費： Tシャツ持参の方300円 持参されない方はこちらで
　ご用意しますが、別途料金が必要になります。（1,000円以内）
●定員：10名 ●持参物：（あれば）無地のTシャツ

竹笛にあななんの顔をペイントして、かわいい“あななん笛”を作ろう。

光のまちステーションプラザ展示同好会 松崎　孝
４月18日（土）13：30～15：00 【申込締切：4月17日(金)】

あななん笛を作ろう

●参加費： 500円 ●定員：10名 ●持参物：なし 

阿南光のまちステーションプラザ
☎ 0884－24－3141

お問合せ
お申込み阿波踊り活竹人形作り

星形あんどん作り

常時開催中

太陽高速印刷有限会社
e-taiyou
〒774-0030
徳島県阿南市富岡町佃町557-1
tel.0884-22-0268  fax.0884-23-3054

〒770-8001
徳島県徳島市津田海岸町5番13号
tel.088-679-6747  fax.088-679-6746

本　社

徳島営業所

〒761-0301
高松市林町334-1 ミズホハイツ1E号
tel.087-899-5724 fax.087-899-5725

高松事業所（e-conect）

info@e-taiyou.co.jp 
http://www.e-taiyou.co.jp

矢野建具店
代表 /矢野明人   【建具】
阿南市七見町塚ノ木 205-2　☎ 0884-22-2368

YMCA阿南国際海洋センター
★大自然の中で、シーマンシップと生きる力を育みます。
代表 /菅田　斉    【簡易宿泊】
阿南市椿町那波江　☎ 0884-33-1221

喫茶 りぼん
★看板メニューのトンテキカレーをご賞味ください。
代表 /長濱智子  【飲食業】
阿南市富岡町今福寺 42-1　☎ 0884-23-0665

有限会社 竹内水産
★活きの良い海の幸をお届けいたします。
代表 /竹内　正   【魚類仲買・シラス加工業】
阿南市椿泊町小吹川原 8-2　☎ 0884-33-0221

有限会社 ANSIN 保険事務所
★困った時、すぐそばにいます。『あなたのあんしん』
代表 /三原由美   【保険代理業】
阿南市富岡町玉塚 5-1 　☎ 0884-23-5767

阿南活竹人形会
★弘法大師活竹人形を心をこめて製作しています。
代表 /青木宏典 【竹人形製造業】
阿南市那賀川町今津浦向新田 22-14　☎ 090-8980-0253

※加入の際に掲載承諾を戴いた事業所のみご紹介しております。当商工会議所では、組織
基盤の強化を図るため会員の募集をしております。お知り合い、お取引先などで未加入の
事業所・団体がございましたら、ぜひこの機会にご紹介頂けますようお願い申し上げます。

新規会員さ
んご紹介

Ｈ26・10/1～Ｈ27・3/15

ご加入ありがとう
　　　ございました！

　１月は市長との懇談会及び新年会、消費者のつど
い、１日研修旅行・悪質商法などの勉強会をしながら、
各研修部会では花と野菜教室・手芸教室・墨絵教室・
民踊教室・料理教室・調査研究部を開いて楽しく活
動しております。貴方の入会をお待ちしております。
（年会費 1,200 円）

連絡先  阿南消費者協会

入会をお勧めします！！
賢く学び、楽しむ会


